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〔60歳台後半以後の在職老齢年金〕（2019年度）

基本月額

総
報酬
月額相当額

7
万円

8
万円

9
万円

10
万円

11
万円

12
万円

13
万円

14
万円

15
万円

16
万円

17
万円

18
万円

19
万円

20
万円

28万円 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0 16.0 17.0 18.0 19.0 19.5

30万円 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0 16.0 17.0 17.5 18.0 18.5

34万円 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 13.5 14.0 14.5 15.0 15.5 16.0 16.5

36万円 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 11.5 12.0 12.5 13.0 13.5 14.0 14.5 15.0 15.5

38万円 7.0 8.0 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 12.5 13.0 13.5 14.0 14.5

40万円 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 12.5 13.0 13.5

42万円 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 12.5

46万円 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5

50万円 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5

〔60歳台後半以後の在職老齢年金早見表〕
（単位：万円）

※　総報酬月額相当額＝標準報酬月額＋（以前１年間の）標準賞与額の総額÷12。

総報酬月額相当額と基本月額の合計が
47万円以下か？

いいえ

総報酬月額相当額

＋

年金は減額されない
はい

老齢厚生年金

総報酬月額相当額にかかわらず全額支給

老齢厚生年金が全額支給停止の場合には
加算されない

老齢基礎年金

加給年金額

　　　－（　 ＋　　　　 －47万円）×　を支給1
2

※基本月額＝老齢厚生年金の額（加給年金額を除く）× 1
12

在職老齢年金の対象

基本
月額

基本
月額

総報酬月
額相当額

70歳以上の被用者についても在職老齢年金の対象となり、昭和12年４月１日以
前生まれの方は、総報酬月額相当額と基本月額の合計額の10％が支給停止額の
上限となります。


